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序 文 

 

現代の社会において、人々の抱える様々な問題に対し、誰もが安心して暮らしていける仕組

みづくりが求められています。特に、人々が自立した日常生活を営むことができるための適切

な医療・福祉サービスの提供、また医療・福祉・保健の有機的な連携と地域福祉の更なる推進

が今後ますます求められてまいります。また、それらの中でそれぞれの専門職が知識や技術を

活用しつつ、多職種と連携し人々の生活を支えていくことが重要となります。 

本校では、各学科において、高度な知識や技術の習得と情操豊かな人間性の確立をふ

まえた専門職の養成を行っております。特に、患者さんや利用者の方々の立場にたっ

たサービスが提供できるマネジメント力を身につけるため、医療情報管理科では情

報関連の複数の科目を連携させたデータサイエンス、介護福祉科ではヘルスアセス

メントに大切なバイタルサインの学習、こども科では卒業と同時に幼稚園教諭資格

が取得でき、さらに短期大学士（幼児教育学）の称号が得られる特色あるカリキュ

ラムを設定しています。 

この教育要項は、本校で学ぶ各学科の教科目について「学習目的・目標・内容」等の指針が

示されています。これらは皆さんが計画的かつ主体的に学んでいくための重要な情報で学習意

欲の向上に役立つものです。学習内容の理解をより深めるために、授業前の学習準備を含め科

目間の関連をよく把握し、この教育要項を十分に活用することを希望します。  

 昨今、様々な職種で人材不足が叫ばれている中、皆さんは将来、医療機関や社会福祉関係施

設、幼児教育施設、その他関連した職場で、マネジメントリーダーとしての活躍が期待されて

おります。それぞれの職種に必要とされる専門的な知識や技術を習得し、強い精神力と行動力

の発揮できる人材を目指して下さい。そして、本校の建学の精神「よき医療・福祉従事者であ

るとともに情操豊かな人格者であれ」という人間性の確立を目指し勉学に励むことを期待しま

す。 

 なお、各教科に関連する専門図書を多数用意しておりますので、学習内容を補強するために

も、図書室の有効活用を奨励します。 

 

 令和５年４月１日 

学 校 長  川野竜太郎 
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【医療情報管理専攻科】 

 

授業科目 
卒業要件 授業形態 

単位数 時間数 講義 演習 実習 

一般 

教養科目 
体 育 実 技 1 30  〇  

医学基礎

科目 

医 療 概 論 2 30 ○   

臨 床 医 学 Ⅴ 2 30 ○   

専
門
技
術
科
目 

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス 

プログラミン グ演習 2 60  ○  

デ ー タ ベ ー ス 演 習 1 30  ○  

基 本 情 報 技 術 2 30 ○   

ｾｷｭﾘ ﾃｨﾏ ﾈｼﾞ ﾒﾝ ﾄ 1 15 ○   

ＥＸＣＥＬ・ＶＢＡ演習 1 30  ○  

診
療
情
報
管
理
士 

医事業務研究Ⅱ 1 30  ○  

医 療 統 計 Ⅰ 1 15 ○   

医 療 統 計 Ⅱ 1 15 ○   

国際統計分類Ⅰ 2 38 ○   

国際統計分類Ⅱ 2 30 ○   

診療情報管理論Ⅱ 2 30 ○   

診療情報管理論Ⅲ 1 15 ○   

試験対策（概論） 1 15  ○  

試験対策（解剖） 1 15  ○  

試験対策（各論１） 1 15  ○  

試験対策（各論２） 1 15  ○  

試験対策（各論３） 1 15  ○  

試験対策（各論４） 1 15  ○  

試験対策（管理） 3 90  ○  

試験対策（総合） 7 210  ○  

Ｄ Ｐ Ｃ 演 習 1 15  ○  

施 設 基 準 管 理 1 15 ○   

実 習 指 導 1 15  ○  

診 療 情 報 管 理 実 習 1 40   ○ 

その他 全 学 連 携 演 習 1 15  ○  

合 計 43 918    
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医療情報管理専攻科 

 

令和５年度 前期 時間割 

  月 火 水 木 金 土 

１ 

9:10 

～ 

10:40 

ガイダンス 

 

馬原裕加里 

DPC演習 

 

馬原裕加里 

15/15 

 医療統計Ⅱ 

 

鶴田来美 

15/15 

データベース

演習 

福元 進 

30/30 

診療情報管

理論Ⅱ 

谷元 淳 

30/30 

２ 

10:50 

～ 

12:20 

セキュリティマネ

ジメント 

福元 進 

15/15 

試験対策（各

論４） 

馬原裕加里 

15/15 

 プログラミン

グ演習 

福元 進 

30/60 

医事業務 

研究 

川野哲朗 

30/30 

国際統計 

分類Ⅰ 

丸山こずえ 

20/38 

３ 

13:10 

～ 

14:40 

医療概論 

 

櫛橋弘喜 

30/30 

試験対策 

（管理） 

福元 進 

60/90 

 試験対策 

（解剖・各論１） 

椎屋良子 

各15/15 

体育実技 

 

福元 進 

30/30 

臨床医学Ⅴ 

 

宮本浩仁 

15/15 

４ 

14:50 

～ 

16:20 

   全学連携演習 

 

教務 

15/15 

  

 

 

令和５年度 後期 時間割 

  月 火 水 木 金 土 

１ 

9:10 

～ 

10:40 

 

プログラミン

グ演習 

 

福元 進 

30/60 

試験対策 

（各論２・各論３） 

 

椎屋良子 

各15/15 

国際統計分類

Ⅱ 

馬原裕加里 

20/30 

試験対策 

（管理） 

 

福元 進 

30/90 

国際統計 

分類Ⅰ 

丸山こずえ 

18/38 

２ 

10:50 

～ 

12:20 

 

ガイダンス 

馬原裕加里 

診療情報 

管理論Ⅲ 

小倉千春 

15/15 

３ 

13:10 

～ 

14:40 

 

EXCEL・ 

VBA演習 

 

福元 進 

30/30 

 

 

統計演習 

 

平田賢一 

30/30 

基本情報 

   技術 

福元 進 

30/30 

国際統計 

分類Ⅱ 

馬原裕加里 

10/30 

 

４ 

14:50 

～ 

16:20 

 全学連携演習 

 

教務 

15/15 

  

※ 10/23～ 診療情報管理実習 

※ 1/5～試験前日まで 診療情報管理士認定試験対策 
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科 目 名 体育実技（Physical Education） 

学 年 １ 時 期 前 期 分 野 一般教養科目 必修選択 選 択 

単 位 数 １ 時 間 数 ３０ 授業形態 演 習 担当講師 福元 進（専任教員） 

授業概要 

運動の楽しさや喜びを感じることができるよう自ら進んで運動し、自己やグループの能力、特性

に応じた課題の発見、解決を目指す。また、健康・安全に留意して運動できるよう、協力や責任

についても考えていく。 

到達目標 
①体育実技を通して、各競技の運動技術を高めると共に自己の体力向上に努める。 

②競技を楽しみながら仲間との協調性や社会性など身につける。 

授業計画 

回 数 授  業  内  容  

１ オリエンテーション 

２ 卓球 校内 

３ サッカー グランド 

４ バドミントン 体育館 

５ バスケットボール 体育館 

６ バレーボール 体育館 

７ 陣取りレクリエーション 体育館 

８ バドミントン 体育館 

９ バレーボール 体育館 

１０ バスケットボール 体育館 

１１ バドミントン 体育館 

１２ グランドゴルフ グランド 

１３ 三角ベースボール グランド 

１４ 町内散策（コマ地図） 校外 

１５ まとめ（ふりかえりレポート作成） 

※天候により、内容及び場所の入れ替えを実施する。 

評価方法 

以下の内容で総合的に評価し、６割以上で単位を認める。 

・レポート課題           ３０% 

・受講態度（技術点）、出席状況   ７０% 

テキスト 

参考文献 

・使用テキスト  なし 
 
・参考文献等   なし 

備 考  
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科 目 名 医療概論（Introduction to Medical） 

学 年  時 期 前 期 分 野 医学基礎科目 必修選択 必 修 

単 位 数 ２ 時 間 数 ３０ 授業形態 講 義 担当講師 櫛橋 弘喜（非常勤講師） 

授業概要 
医学を社会的に適用させて、はじめて医療が成り立つものである。医学と医療に関する歴史的変

遷を知ったうえで、医療の現状を理解する。 

 

 

 

到達目標 

 

 

 

医学、医療に関する歴史的変遷を知り、社会保障制度の枠組みである所得保障、医療保障、公衆

衛生、社会福祉の原則と実態を理解する。 

関係法規の知識を得て、医療の社会的役割を理解する。 

授業計画 

回 数 授  業  内  容  

１ 医学・人間の生命にかかわる科学、医学・医療の分化と統合 

２ 医学の起源 

３ 古代の医学（～５世紀） 

４ 中世の医学（５～１６世紀） 

５ 近世の医学（１６～１９世紀） 

６ 二十世紀の医学 

７ わが国の医学と医療の歴史 

８ 現代医療 

９ 医の倫理 

１０ 社会保障制度 

１１ 医療制度 

１２ 医療法と医療計画 

１３ 地域保険と公衆衛生 

１４ 予防医学 

１５ 科目修得試験 

評価方法 
以下の内容で総合的に評価し、６割以上で単位を認める。 

・科目修得試験      １００% 

テキスト 

参考文献 

・使用テキスト  診療情報管理士テキスト 診療情報管理Ⅰ 
         講師作成のプリント 
 
・参考文献等   なし 

備 考  
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科 目 名 臨床医学Ⅴ（Clinical Medicine Ⅴ） 

学 年  時 期 前 期 分 野 医学基礎科目 必修選択 必 修 

単 位 数 ２ 時 間 数 ３０ 授業形態 講 義 担当講師 
宮本 浩仁（非常勤講師） 

入船 裕子（非常勤講師） 

授業概要 

皮膚科疾患（一部膠原病内科疾患）、整形外科疾患の概要と症状、治療法、予後等について学び

それが、将来の仕事に役立つようになること。 

精神および行動の障害について、その分類の意味とその原因、症状、所見、診断根拠、治療法

などの概要を理解し、疾患の適切なＩＣＤコーディングにつながる基礎知識を修得し、応用する

ことを目標とする。 

到達目標 

① 皮膚疾患、結合組織疾患、筋骨格疾患について正しく理解し、社会に出た際に、その知識が

応用できるようになること。 

② 精神及び行動の障害に分類されている各疾患とその分類を理解する。 

③ 各疾患の原因、特徴、症状、診断法、治療などの知識を習得、説明することができる。 

④ 精神および行動の障害について得た知識を基に、患者や家族に対する関わりの中で応用でき

る。 

授業計画 

回 数 授  業  内  容  

１ 皮膚皮下組織疾患の総論 蜂巣園、水疱症、皮膚炎及び湿疹 

２ 丘疹落屑（鱗屑）性障害、蕁麻疹および紅斑、放射線皮膚炎、付属器の障害 

３ その他の障害、悪性新生物 

４ 関節障害 

５ 全身性結合組織障害 

６ 脊柱障害 

７ 軟部組織障害、骨格系の障害および結合組織のその他の障害 

８ 科目修得試験 

９ 症状性を含む器質性精神障害（アルツハイマー病の認知症・血管性認知症） 

１０ 統合失調症、統合失調症型障害および妄想性障害 

１１ 気分（感情）障害 

１２ 神経症性障害、ストレス関連障害および身体表現性障害 

１３ パーソナリティおよび行動の障害 

１４ 知的障害（精神遅滞） 

１５ 発達障害（自閉症、アスペルガー症候群、ＡＤＨＤ等） 

１６ 科目修得試験 

評価方法 

以下の内容で総合的に評価し、６割以上で単位を認める。 

・科目修得試験      １００% 

・受講態度、出席状況 

テキスト 

参考文献 

・使用テキスト  診療情報管理士テキスト 診療情報管理Ⅰ 
         講師作成のスライド 
 
・参考文献等   ＩＣＤ１０精神及び行動障害 臨床記述と診断ガイドライン 

備 考  
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科 目 名 プログラミング演習（Exercises on Computer Programming） 

学 年  時 期 後 期 分 野 
専門技術科目／ 

データサイエンス 
必修選択 必 修 

単 位 数 ２ 時 間 数 ６０ 授業形態 演 習 担当講師 福元 進（専任教員） 

授業概要 

 小学校で始まるプログラミング教育の目的として「プログラミング的思考」を養うこととある。

「プログラミング的思考」とは、目的やゴールから逆算し物事を順序立てて考え、結論を導き出

す手段である。本演習では、プログラミング実践を交え「プログラミング的思考」力の向上を目

指す。 

到達目標 

①アルゴリズムを理解できる。 

②変数、配列の使い方を理解できる。 

③プログラムのデバッグができる。 

授業計画 

回 数 授  業  内  容  

１ 演習問題①「プログラムの基本（プロシージャ）」 

２ 演習問題②「オブジェクトの使い方（ラベル、テキストボックス、コマンドボタン）」 

３ 演習問題③「簡単な演算、メッセージボックス」 

４ 演習問題④「変数の使い方」 

５ 演習問題⑤「繰り返し処理①」 

６ 演習問題⑥「繰り返し処理②」 

７ 演習問題⑦「配列の使い方」 

８ 演習問題⑧「これまでの復習」 

９ 演習問題⑨「円を描く（ピクチャーボックス）」 

１０ 演習問題⑩「コンボボックス、リストボックス」 

１１ 演習問題⑪「２つのフォーム」 

１２ 演習問題⑫「宣言セクションによる変数宣言」 

１３ 演習問題⑬「複数プロシージャの使用」 

１４ 演習問題⑭「標準モジュール、複数フォームの使用」 

１５ 演習問題⑮「乱数の使用」 

１６ 演習問題⑯「スロットゲームの作成」 

１７ 演習問題⑰「例題演習①」 

１８ 演習問題⑱「例題演習②」 

１９ 演習問題⑲「例題演習③」 

２０ 演習問題⑳「タイマーの使用」 

２１ 演習問題 21「これまでの復習」 

２２ 演習問題 22「例題演習④」 

２３ 演習問題 23「例題演習⑤」 

２４ 演習問題 24「例題演習⑥」 

２５ 演習問題 25「１５パズルゲーム作成」 

２６ 演習問題 26「１５パズルゲーム作成」 

２７ 演習問題 27「りんご拾いゲーム作成」 

２８ 演習問題 27「りんご拾いゲーム作成」 

２９ まとめ 

３０ 科目修得試験 
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評価方法 

以下の内容で総合的に評価し、６割以上で単位を認める。 

・各回における課題の完成状況  70% 

・受講態度、出席状況      30% 

テキスト 

参考文献 

・使用テキスト  講師作成のプリント 
 
・参考文献等   なし 

備 考  

 

科 目 名 データベース演習（Exercises on Date Base） 

学 年  時 期 前 期 分 野 
専門技術科目／ 

データサイエンス 
必修選択 必 修 

単 位 数 １ 時 間 数 ３０ 授業形態 演 習 担当講師 福元 進（専任教員） 

授業概要 

データベースソフトを用いた実践を通し、データベースソフトの基本的な使い方を習得していく。

また、データベースの最適な作成方法を考察し、簡単なデータベースを作成できる技術を習得す

る。 

 

 

 

到達目標 

 

 

 

①リレーションシップについて理解できる。 

②データの正規化、テーブル設計ができる。 

③クエリの作成ができる。 

④フォーム、レポートの作成ができる。 

授業計画 

回 数 授  業  内  容  

１ データの正規化とテーブル設計演習① 

２ データの正規化とテーブル設計演習② 

３ クエリを用いた演習① 

４ クエリを用いた演習② 

５ クエリを用いた演習③ 

６ フォーム作成演習①（各オブジェクトの役割） 

７ フォーム作成演習② 

８ レポート作成演習① 

９ レポート作成演習② 

１０ マクロ作成演習 

１１ 総合演習 例題データベース作成① 

１２ 総合演習 例題データベース作成② 

１３ 総合演習 例題データベース作成③ 

１４ 総合演習 例題データベース作成④ 

１５ 科目修得試験 
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評価方法 

以下の内容で総合的に評価し、６割以上で単位を認める。 

・科目修得試験            60% 

・各回の演習で作成したデータベース  20% 

・受講態度、出席状況         20% 

テキスト 

参考文献 

・使用テキスト  講師が作成したプリント 
 
・参考文献等    

備 考  
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科 目 名 基本情報技術（Basic Information Technology） 

学 年  時 期 前 期 分 野 
専門技術科目／ 

データサイエンス 
必修選択 必 修 

単 位 数 ２ 時 間 数 ３０ 授業形態 講 義 担当講師 福元 進（専任教員） 

授業概要 

①情報化の進む医療の現場で働く者として、あらゆる医療情報を収集・分析・利用できる為の 

情報技術の基礎・応用を身につける。 

②日本医療情報学会の実施する「医療情報技師検定試験」の受験科目のうち、情報処理技術編 

に合格するための知識を身につける。 

③「情報セキュリティマネジメント」試験範囲のうち、テクノロジ分野の知識を身につける。 

到達目標 

①基本情報技術者試験のテクノロジ系問題で合格点以上の正解を出せる。 

②医療情報技師検定試験の情報処理技術編の問題で合格点以上の正解を出せる。 

③情報セキュリティマネジメント試験のうちテクノロジ分野で合格点以上の正解を出せる。 

授業計画 

回 数 授  業  内  容  

１ 情報処理技術者試験の概要、基数変換復習① 

２ 基数変換復習②、ハードウェア復習 

３ インターフェース、ソフトウェア復習 

４ 論理回路・論理演算復習 

５ アルゴリズム復習 

６ ＲＡＩＤシステム 

７ ネットワーク復習① 

８ ネットワーク復習② 

９ システム評価 

１０ データベース復習① 

１１ データベース復習② 

１２ 「医療情報技師」過去問題の実践・解説① 

１３ 「医療情報技師」過去問題の実践・解説② 

１４ 「情報セキュリティマネジメント試験」過去問題の実践、解説 

１５ 科目修得試験 

評価方法 

以下の内容で総合的に評価し、６割以上で単位を認める。 

・科目修得試験      90% 

・受講態度、出席状況   10% 

テキスト 

参考文献 

・使用テキスト  講師作成の資料を使用する。 
 
・参考文献等   医療情報（情報処理技術編） 

情報セキュリティマネジメント教科書 

備 考  
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科 目 名 セキュリティマネジメント（Security Management） 

学 年  時 期 前 期 分 野 
専門技術科目／ 

データサイエンス 
必修選択 必 修 

単 位 数 １ 時 間 数 １５ 授業形態 講 義 担当講師 福元 進（専任教員） 

授業概要 

ＩＣＴを活用する上で必須となる「セキュリティ」技術について理解を深め、情報セキュリティ

の知識を有する専門職を目指す。また、国家試験「情報セキュリティマネジメント試験」にも挑

戦し、合格を目指せる知識の習得を図る。 

到達目標 

①情報セキュリティ技術について理解できる。 

②情報セキュリティ対策手段について理解できる。 

③セキュリティ関係法規について理解できる。 

④近年のサイバー攻撃、セキュリティ技術等について説明できる。 

授業計画 

回 数 授  業  内  容  

１ 情報処理技術者試験の概要、情報セキュリティ概論① 

２ 情報セキュリティ概論② 

３ リスク分析と評価 

４ 情報セキュリティマネジメントシステム 

５ 情報セキュリティ実装技術 

６ 情報セキュリティ関係法規 

７ まとめ 

８ 科目修得試験 

  

  

  

  

  

  

  

評価方法 

以下の内容で総合的に評価し、６割以上で単位を認める。 

・科目修得試験      90% 

・受講態度、出席状況   10% 

テキスト 

参考文献 

・使用テキスト  講師作成のプリント、スライド 
 
・参考文献等   徹底攻略 情報セキュリティマネジメント教科書 

備 考  
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科 目 名 ＥＸＣＥＬ・ＶＢＡ演習（Excel・VAB Exercises） 

学 年 １ 時 期 後期 分 野 専門技術科目 必修選択 必 修 

単 位 数 １ 時 間 数 ３０ 授業形態 演習 担当講師 福元 進 

授業概要 ＥＸＣＥＬの基本操作について習得済みを前提とし、マクロ・ＶＢＡについて広く学習していく。 

到達目標 
１．マクロを用いたワークシートを作成できる。 

２．ＶＢＡを用いたワークシートを作成できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 数 授  業  内  容  

１ 基本操作の復習① 

２ 基本操作の復習② 

３ マクロの理解 

４ ＶＢＡ基礎① セルの操作 

５ ＶＢＡ基礎② ワークシートの操作 

６ ＶＢＡ基礎③ ワークブックの操作 

７ ＶＢＡ基礎④ プログラム制御 

８ ＶＢＡ基礎⑤ プログラム制御 

９ ＶＢＡ応用① 

１０ ＶＢＡ応用② 

１１ ＶＢＡ応用③ 

１２ ＶＢＡ応用④ 

１３ ＶＢＡ応用⑤ 

１４ まとめ 

１５ 科目修得試験 

  

 

評価方法 

 

以下の内容で総合的に評価し、６割以上で単位を認める。 

・授業中作成するワークシート  ３０％ 

・科目修得試験         ７０％ 

テキスト 

参考文献 
講師作成の資料を配布 

備 考 
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科 目 名 医事業務研究Ⅱ（The study of Medical Affairs Ⅱ） 

学 年  時 期 前 期 分 野 
専門技術科目／ 

診療情報管理士 
必修選択 必 修 

単 位 数 １ 時 間 数 ３０ 授業形態 演 習 担当講師 川野 哲朗（専任教員） 

授業概要 

 「医事業務研究Ⅱ」をふまえ、研究の精度を上げ、グループのテーマに沿い実践（研究活動）す

る。また、学生時より関連する職能団体（学会等）の研究活動（発表を含む）に参加し、診療情報

管理士等専門職としての資質の向上やキャリアアップにつなげる。 

到達目標 

１．専門職をめざす者として、積極的に研究活動に取り組める。 

２．グループのテーマを設定し研究計画を作成できる。 

３．学会活動に参加し、診療情報管理士等の医事業務に関する資料の作成や発表ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業計画 

 

 

 

 

 

 

回 数 授  業  内  容  

１ オリエンテーション ・「医事業務研究Ⅰ」のふりかえり  

・研究の流れについて ※グループ編成 他 

２ テーマ設定 ・テーマの見直し 

※設定理由、研究の流れの確認 

３ 研究計画作成 ・タイムスケジュール等の作成 ※時間外含む 

・役割分担 

４ 調査計画、準備 ・調査方法の検討 ※調査目的、対象 

・調査依頼、用紙（アンケート等）の準備、作成 

５ 研究活動① ※研究計画、調査計画により実施 

※活動場所、内容等の報告（前後）  

６ 研究活動② 
         〃 

７ 研究活動③ 
         〃 

８ 研究活動④ 
       〃 

９ 研究活動⑤          〃 

※→ 抄録作成 

１０ 抄録作成① ・研究のまとめ 

・文書作成、校正 

１１ 抄録作成② ・文書修正、校了 

 ※→ スライド、発表原稿作成 

１２ スライド、発表原稿作成 ・グループ内確認、修正 

  

１３ リハーサル① 
・グループ内確認、修正             

１４ リハーサル② ・全体（教員含む）発表 

・学会発表準備 

１５ 学会発表、まとめ ・学生セッション参加 

・ふりかえり 

評価方法 
以下の内容で総合的に評価し、６割以上で単位を認める。 

・抄録 30％ ・発表 30 ・活動状況 30％ ・出席状況 10％ 

テキスト等 ・使用テキスト なし ※「医事業務研究Ⅰ」抄録集参照、随時、関係資料等を配布 

備 考 

１．学会発表の日程をふまえ、抄録の作成を優先する等、シラバスの変更もあり得る。 

２．グループ各メンバーで協力し、時間外も含め積極的な活動により学習効果を高める。 

３．シラバスや日程（研究計画、抄録、発表）をふまえ、時間管理に留意する。 
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科 目 名 医療統計Ⅰ（Medical Statistics Ⅰ） 

学 年  時 期 前 期 分 野 
専門技術科目／ 

診療情報管理士 
必修選択 必 修 

単 位 数 １ 時 間 数 １５ 授業形態 講 義 担当講師 福元 進（専任教員） 

授業概要 
診療情報管理士として必要となる「データのグラフ表現」「病院の統計資料」「臨床研究の主な手

法と医学系研究に関する倫理指針」についての知識を深める。 

到達目標 

①グラフの特徴について説明できる。 

②主な医療評価指標の公式、特徴について説明できる。 

③コホート研究と症例対象研究の違いについて説明できる。 

授業計画 

回 数 授  業  内  容  

１ データのグラフ表現 

２ 病院統計資料 

３ 臨床研究の主な手法と医学系研究に関する倫理指針 

４ 問題集の実践、解説① 

５ 問題集の実践、解説② 

６ 問題集の実践、解説③ 

７ 問題集の実践、解説④ 

８ 科目修得試験 

  

  

  

  

  

  

  

評価方法 

以下の内容で総合的に評価し、６割以上で単位を認める。 

・科目修得試験      90% 

・受講態度、出席状況   10% 

テキスト 

参考文献 

・使用テキスト  診療情報管理士テキスト 診療情報管理Ⅲ 専門課程編初版 
   診療情報管理士 教育練習問題 専門課程編２０２１ 
 

・参考文献等   なし 

備 考  
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科 目 名 医療統計Ⅱ（Medical Statistics Ⅱ） 

学 年  時 期 前 期 分 野 
専門技術科目／ 

診療情報管理士 
必修選択 必 修 

単 位 数 １ 時 間 数 １５ 授業形態 講 義 担当講師 鶴田 来美（非常勤講師） 

授業概要 情報を活用する手段の一つとして、統計的方法による分析の基礎と視覚化の方法を修得する。 

到達目標 統計的方法とデータのグラフ表現を理解する。 

授業計画 

回 数 授  業  内  容  

１ 変数の種類とデータの要約 

２ 確率と確率分布 

３ 正規分布の性質 

４ ２つの変数の関係 

５ 推測統計の基礎 

６ 統計的仮説検定 

７ データの視覚化と各種のグラフ 

８ 科目修得試験 

  

  

  

  

  

  

  

評価方法 

以下の内容で総合的に評価し、６割以上で単位を認める。 

・科目修得試験    95％ 

・受講態度、出席状況  5％ 

テキスト 

参考文献 

・使用テキスト  講師が準備するプリント 
         診療情報管理士問題集（専門編） 
 
・参考文献等   なし 

備 考  
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科 目 名 国際統計分類Ⅰ（International Statistical ClassificationⅠ） 

学 年  時 期 前 期 分 野 
専門技術科目／ 

診療情報管理士 
必修選択 必 修 

単 位 数 ３ 時 間 数 ４５ 授業形態 講 義 担当講師 丸山こずえ（非常勤講師） 

授業概要 

情報処理の効果的な処理方法である「分類法」の理論と技法を習得し、ＩＣＤ－１０の活用能力

を高め診療情報管理を従事するものとしての知識を身につける。関連するＤＰＣ制度及びがん登

録に関する知識も身につける。 

到達目標 

① 国際疾病分類への理解を深め、医療情報・統計関連業務に関しての知識と技術を習得する。 

② 原死因や主要病態を決定するためのルールを説明できる。 

③ 医療における情報を利活用するために必要な管理方法と業務内容を列記できる。 

④ 診療情報管理士認定資格を取得するための知識を習得する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 数 授  業  内  容  

１ 国際疾病分類Ⅰ わが国の人口動態統計 

２ 国際疾病分類Ⅰ 国際疾病分類（ＩＣＤ）の歴史、現状、構造 

３ 国際疾病分類Ⅰ 国際疾病分類ファミリー（ＷＨＯ－ＦＩＣ）の概念と構想 

４ 
国際疾病分類Ⅰ 国際生活機能分類（ＩＣＦ） 

５ 

６ 国際疾病分類Ⅰ 国際疾病分類腫瘍学（ＩＣＤ－Ｏ） 

７ 
国際疾病分類Ⅰ 原死因選択ルール 

        ・死亡診断書（死体検案書）の意義 

        ・原死因の選択および修正ルールの使用手順 

        ・各原則とルール内容 

        ・死亡診断書精度監査の意義 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 国際疾病分類Ⅰ 主要病態のコーディングと再選択ルール 

１４ 国際疾病分類Ⅰ 診断群分類（ＤＰＣ）における国際疾病分類（ＩＣＤ）の利用 

１５ 国際疾病分類Ⅱ 国際疾病分類の基本 基本体系及び各章の特徴と構成 

１６ 国際疾病分類Ⅱ 複数病態分類、複合病態分類及び二重分類 

        内容例示及び索引表で用いられている記号と符号 １７ 

１８ 国際疾病分類Ⅱ 用語の定義及び傷病名の構成、コード索引方法の解説 

１９ 科目修得試験 

 

 

評価方法 

 

以下の内容で総合的に評価し、６割以上で単位を認める。 

・科目修得試験      

・受講態度、出席状況    

テキスト 

参考文献 
・使用テキスト 診療情報管理士テキスト 診療情報管理Ⅲ2020初版 
        診療情報管理士教育問題集 2019 専門・８章～１２章 

備 考 
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科 目 名 国際統計分類Ⅱ（International Statistical ClassificationⅡ） 

学 年  時 期 前 期 分 野 
専門技術科目／ 

診療情報管理士 
必修選択 必 修 

単 位 数 ２ 時 間 数 ３０ 授業形態 講 義 担当講師 馬原裕加里（専任教員） 

 

授業概要 

 

ＩＣＤ－１０の成り立ちや具体的な使用方法を理解することにより、それらの活用能力を身につ

け、診療情報管理に従事する者として分類の知識を高める 

 

到達目標 

 

１． 国際統計分類の具体的な使用方法を理解する 

２． 各疾患学習で得た知識を活かし、疾患名からＩＣＤ－１０（大分類）を導き出す 

３． 診療情報管理士認定試験受験に必要な知識を身につける 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業計画 

 

 

 

 

 

 

 

回 数 授  業  内  容  

１ 各章の理解：第Ⅰ・Ⅱ章について 

２ 各章の理解：第Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ章について 

３ 各章の理解：第Ⅵ・Ⅶ章について 

４ 各章の理解：第Ⅷ・Ⅸ章について 

５ 各章の理解：第Ⅹ・Ⅺ・Ⅻ章について 

６ 各章の理解：第ⅩⅢ・ⅩⅣ章について 

７ 各章の理解：第ⅩⅤ・ⅩⅥ章について 

８ 各章の理解：第ⅩⅦ・ⅩⅧ章について 

９ 各章の理解：第ⅩⅨ・ⅩⅩ章について 

１０ コード選択練習問題① 

１１ コード選択練習問題② 

１２ 原死因練習問題 

１３ サマリー練習問題① 

１４ サマリー練習問題② 

１５ 科目修得試験 

 

評価方法 

 

以下の内容で総合的に評価し、６割以上で単位を認める。 

・科目修得試験 ７０％  

・受講態度、出席状況 ３０％ 

テキスト 

参考文献 

・使用テキスト 診療情報管理Ⅲ（日本病院会通信教育）、診療情報管理士問題集（日
本病院会）、ＩＣＤ－１０簡易版 

・参考文献等  ＩＣＤ－１０ ２０１３準拠（財団法人構成統計協会） 

 

備 考 配布されたプリント等は確実に保管し、後利用できるような資料作りを行う 
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科 目 名 診療情報管理論Ⅱ（Health Information Management Ⅱ） 

学 年  時 期 前 期 分 野 
専門技術科目／ 

診療情報管理士 
必修選択 必 修 

単 位 数 ２ 時 間 数 ３０ 授業形態 講 義 担当講師 
谷元 淳（非常勤講師） 

小倉千春（非常勤講師） 

授業概要 

①診療情報管部門の業務内容の実務を理解することにより、医療情報の管理・活用法を身につけ

る。 

②診療情報に関わる関連法規の知識を得て、診療情報管理の社会的役割を認識する。  

 

 

 

到達目標 

 

 

 

①診療情報管理部門の日常業務を説明する。 

②診療情報の収集について、監査、診療情報のデータベース化等を行う。 

③診療情報の管理について、日常業務のあり方からあるべき姿を説明する。 

④診療情報の活用について、実例より分析をおこなう。  

⑤診療情報管理士認定資格の知識を取得する。 

授業計画 

回 数 授  業  内  容  

１ 診療情報管理士の意義と役割 

２ 診療記録の価値 

３ 診療情報管理の歴史 

４ 診療記録の記載と保存についての法規 

５ 診療記録の電子化に関する法規 

６ 診療記録の提示に関する法規 

７ 医療事故にともなう法的責任 

８ 診療情報の守秘に関する法規 

９ 個人情報の保護に関する法律 

１０ 個人情報の取扱いのためのガイダンス 

１１ 診療情報提供に関する指針 

１２ 診療記録の記載方式（ＰＯＳ、クリニカルパス） 

１３ 診療情報の記載 

１４ 診療情報管理士の業務指針 

１５ 科目修得試験 

評価方法 

以下の内容で総合的に評価し、６割以上で単位を認める。 

・科目修得試験    70％ 

・レポート課題    20％ 

・受講態度、出席状況 10％ 

テキスト 

参考文献 

・使用テキスト  診療情報管理士テキスト 診療情報管理Ⅲ ２０２０初版 
         診療情報管理士教育問題集 2019 
 
・参考文献等   なし 

備 考  
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科 目 名 診療情報管理論Ⅲ（Health Information Management Ⅲ） 

学 年  時 期 前 期 分 野 専門技術科目 必修選択 必 修 

単 位 数 １ 時 間 数 １５ 授業形態 講 義 担当講師 小倉千春（非常勤講師） 

授業概要 ＤＰＣ・医師事務作業補助者・がん登録の実務知識を得て、社会的役割を認識する。  

 

 

 

到達目標 

 

 

 

①ＤＰＣ制度について説明する。 

②医師事務作業補助者業務について説明する。 

③がん登録の実務について説明する。 

④診療情報管理士認定資格の知識を取得する。 

授業計画 

回 数 授  業  内  容  

１ 診療情報管理士の基本業務 

２ 紙カルテ運用における診療情報管理 

３ 電子カルテ運用における診療情報管理 

４ 診療情報の提供に係る業務 

５ ＤＰＣ制度と実務 

６ 医師事務作業補助者業務 

７ がん登録実務 

８ 科目修得試験 

  

  

  

  

  

  

  

評価方法 

以下の内容で総合的に評価し、６割以上で単位を認める。 

・科目修得試験     80％ 

・受講態度、出席状況  20％ 

テキスト 

参考文献 

・使用テキスト  診療情報管理士テキスト 診療情報管理Ⅲ ２０２０初版 
         診療情報管理士教育問題集 2019 
 
・参考文献等   なし 

備 考  
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科 目 名 試験対策（概論）（Practice of Examination（Generals）） 

学 年  時 期 後 期 分 野 専門技術科目 必修選択 必 修 

単 位 数 １ 時 間 数 １５ 授業形態 演 習 担当講師 馬原裕加里（専任教員） 

 

授業概要 

 

１． 医学・医療に関する歴史的変遷を知り、社会保障制度を理解する 

２． 診療情報管理士部認定試験に向けて知識の習得を図る 

 

到達目標 

 

１． 指定問題集を解き、試験範囲とポイントを理解する 

２． 診療情報管理士認定試験受験に必要な医療概論に関する知識を身につける 

 

 

 

 

授業計画 

 

 

回 数 授  業  内  容  

１ 医学と医療 

２ 医の倫理、脳死と臓器移植、診療情報提供 

３ 社会保障制度 

４ 医療制度 

５ 医療関連法規 

６ 地域保健と公衆衛生 

７ 包括医療 

８ 科目修得試験 

 

評価方法 

 

以下の内容で総合的に評価し、６割以上で単位を認める。 

・科目修得試験 ８０％  ・受講態度、出席状況 ２０％ 

テキスト 

参考文献 

・使用テキスト 診療情報管理Ⅰ（日本病院会）、診療情報管理士教育練習問題集（日 
本病院会） 

・参考文献等  
 

 

備 考 
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科 目 名 試験対策（解剖）（Practice of Examination（Dissection）） 

学 年  時 期 前 期 分 野 専門技術科目 必修選択 必 修 

単 位 数 １ 時 間 数 ８ 授業形態 演 習 担当講師 椎屋良子（専任教員） 

授業概要 
３． 人体の構造・機能について学ぶ 

４． 診療情報管理士部認定試験に向けて知識の習得を図る 

到達目標 
３． 指定問題集を解き、試験範囲とポイントを理解する 

４． 診療情報管理士認定試験受験に必要な知識を身につける 

授業計画 

回 数 授  業  内  容  

１ 細胞・神経組織・筋組織・上皮組織 

２ 腺組織・膜組織・結合組織・支持組織・血液・体液 

３ 器官 

４ 呼吸器・循環器の構造と機能 

５ 消化器官の構造と機能 

６ 泌尿器系の構造と機能 

７ 上肢・下肢の骨と筋肉 

８ 科目修得試験 

評価方法 
以下の内容で総合的に評価し、６割以上で単位を認める。 

・科目修得試験 ８０％  ・受講態度、出席状況 ２０％ 

テキスト 

参考文献 

・使用テキスト 診療情報管理Ⅰ（日本病院会）、診療情報管理士教育練習問題集（日 
本病院会） 

・参考文献等  

備 考 
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科 目 名 試験対策（各論１）（Practice of Examination（Particulars1）） 

学 年  時 期 前 期 分 野 専門技術科目 必修選択 必 修 

単 位 数 １ 時 間 数 ８ 授業形態 演 習 担当講師 椎屋良子（専任教員） 

授業概要 
１．疾患の原因・症状・検査・治療について学ぶ 

２．診療情報管理士部認定試験に向けて知識の習得を図る 

到達目標 
５． 指定問題集を解き、試験範囲とポイントを理解する 

６． 診療情報管理士認定試験受験に必要な知識を身につける 

授業計画 

回 数 授  業  内  容  

１ 健康と病気 

２ 先天奇形、変形及び染色体異常 

３ 損傷、中毒、その他の外因の影響 

４ 腸管感染症・結核・人畜共通細菌性疾患・その他の細菌性疾患 

５ クラミジアによるその他の疾患・リケッチャ症・中枢神経系のウイルス感染症 

６ 節足動物媒介ウイルス熱及びウイルス性出血熱・ウイルス性肝炎・HIV 

７ 真菌症・原虫疾患・蠕虫症・シラミ症、ダニ症及びその他の動物寄生虫症 

８ 科目修得試験 

評価方法 
以下の内容で総合的に評価し、６割以上で単位を認める。 

・科目修得試験 ８０％  ・受講態度、出席状況 ２０％ 

テキスト 

参考文献 

・使用テキスト 診療情報管理Ⅰ（日本病院会）、診療情報管理士教育練習問題集（日 
本病院会） 

・参考文献等  

備 考 
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科 目 名 試験対策（各論２）（Practice of Examination（Particulars2）） 

学 年  時 期 後期  分 野 専門技術科目 必修選択 必 修 

単 位 数 １ 時 間 数 ８ 授業形態 演 習 担当講師 椎屋良子（専任教員） 

授業概要 
５． 疾患の原因・症状・検査・治療について学ぶ 

６． 診療情報管理士部認定試験に向けて知識の習得を図る 

到達目標 
７． 指定問題集を解き、試験範囲とポイントを理解する 

８． 診療情報管理士認定試験受験に必要な知識を身につける 

授業計画 

回 数 授  業  内  容  

１ 栄養性貧血・溶血性貧血・無形性貧血及びその他の貧血 

２ 凝固障害、紫斑病及びその他の出血性病態 

３ 血液及び造血器のその他の疾患・免疫機構の障害 

４ 精神および行動の障害 

５ 神経系の疾患 

６ 眼及び付属器の疾患 

７ 耳及び乳様突起の疾患 

８ 科目修得試験 

評価方法 
以下の内容で総合的に評価し、６割以上で単位を認める。 

・科目修得試験 ８０％  ・受講態度、出席状況 ２０％ 

テキスト 

参考文献 

・使用テキスト 診療情報管理Ⅰ（日本病院会）、診療情報管理士教育練習問題集（日 
本病院会） 

・参考文献等  

備 考 
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科 目 名 試験対策（各論３）（Practice of Examination（Particulars3）） 

学 年  時 期 後 期 分 野 専門技術科目 必修選択 必 修 

単 位 数 １ 時 間 数 ８ 授業形態 演 習 担当講師 椎屋良子（専任教員） 

授業概要 
７． 疾患の原因・症状・検査・治療を学ぶ 

８． 診療情報管理士部認定試験に向けて知識の習得を図る 

到達目標 
９． 指定問題集を解き、試験範囲とポイントを理解する 

１０． 診療情報管理士認定試験受験に必要な知識を身につける 

授業計画 

回 数 授  業  内  容  

１ 急性リウマチ熱・慢性リウマチ性心疾患・循環器系の先天奇形・高血圧性疾患 

２ 虚血性心疾患・肺性心疾患及び肺循環疾患・その他の型の心疾患 

３ 脳血管疾患・動脈、細動脈及び毛細血管の疾患・静脈、リンパ管及びリンパ節の疾患 

４ 急性上気道感染症・インフルエンザ及び肺炎・外的因子による肺疾患・その他の呼吸器

疾患・胸膜その他の疾患 

５ 口腔・唾液腺及び顎の疾患・食道、胃及び十二指腸の疾患・虫垂の疾患・ヘルニア 

６ 非感染性腸炎及び腸その他の疾患・腹膜の疾患・肝疾患・糸球体疾患・腎不全 

７ 尿路結石症・腎及び尿管の疾患・男性生殖器の疾患・女性生殖器の疾患・乳房の障害 

女性骨盤臓器の炎症性疾患 

８ 科目修得試験 

評価方法 
以下の内容で総合的に評価し、６割以上で単位を認める。 

・科目修得試験 ８０％  ・受講態度、出席状況 ２０％ 

テキスト 

参考文献 

・使用テキスト 診療情報管理Ⅰ（日本病院会）、診療情報管理士教育練習問題集（日 
本病院会） 

・参考文献等  

備 考 
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科 目 名 試験対策（各論４）（Practice of Examination（Particulars4）） 

学 年  時 期 後 期 分 野 専門技術科目 必修選択 必 修 

単 位 数 １ 時 間 数 １５ 授業形態 演 習 担当講師 馬原裕加里（専任教員） 

授業概要 
９． 原因別・部位別・組織型別の視点で新生物について学ぶ 

１０． 診療情報管理士部認定試験に向けて知識の習得を図る 

到達目標 
１１． 指定問題集を解き、試験範囲とポイントを理解する 

１２． 診療情報管理士認定試験受験に必要な新生物に関する知識を身につける 

授業計画 

回 数 授  業  内  容  

１ 新生物とは 

２ 消化器系の悪性腫瘍 

３ 呼吸器系の悪性腫瘍 

４ 骨・皮膚・軟部組織の悪性腫瘍 

５ 生殖器の悪性腫瘍 

６ 尿路・眼・脳・内分泌腺の悪性腫瘍 

７ リンパ組織・造血組織の悪性腫瘍 

８ 科目修得試験 

評価方法 
以下の内容で総合的に評価し、６割以上で単位を認める。 

・科目修得試験 ８０％  ・受講態度、出席状況 ２０％ 

テキスト 

参考文献 

・使用テキスト 診療情報管理Ⅰ（日本病院会）、診療情報管理士教育練習問題集（日 
本病院会） 

・参考文献等  

備 考 
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科 目 名 試験対策（管理）（Practice of Examination（Management）） 

学 年  時 期 通 年 分 野 
専門技術科目／ 

診療情報管理士 
必修選択 必 修 

単 位 数 ２ 時 間 数 ９０ 授業形態 演 習 担当講師 福元 進（専任教員） 

授業概要 

診療情報管理士認定試験へ向けた「専門分野」に関する理解を深め、受験へむけた準備を行って

いく。具体的には、問題集に出題されている問に対し、なぜ正しいのか？なぜ誤っているのか？

をクラス全体で考察し理解を深めていく方法を用いる。 

到達目標 
①診療情報管理士認定試験に合格する。 

②各章ごとの小テスト、模擬試験において、常に８割以上の正解を得られる。 

授業計画 

回 数 授  業  内  容  

１ オリエンテーション（認定試験詳細、授業内容の説明） 

２ 

第１章「医療管理総論」 

練習問題挑戦及び解説 

小テスト 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 
第２章「医療管理各論Ⅰ」 

練習問題挑戦及び解説 

小テスト 

８ 

９ 

１０ 

１１ 
第３章「医療管理各論Ⅱ」 

練習問題挑戦及び解説 

小テスト 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 
第４章「医療管理各論Ⅲ」 

練習問題挑戦及び解説 

小テスト 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 
第５章「医療情報学」 

練習問題挑戦及び解説 

小テスト 

２０ 

２１ 

２２ 

２２ 

第６章「医療統計学Ⅰ」 

練習問題挑戦及び解説 

小テスト 

２３ 

２４ 

２５ 

２６ 

２７ 

２８ 
第８章「診療情報管理論Ⅰ」 

練習問題挑戦及び解説 

小テスト 

２９ 

３０ 

３１ 
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３２ 
第９章「診療情報管理論Ⅱ」 

練習問題挑戦及び解説 

小テスト 

３３ 

３４ 

３５ 

３６ 
第１０章「診療情報管理論Ⅲ」 

練習問題挑戦及び解説 

小テスト 

３７ 

３８ 

３９ 

４０ 

第１１章「国際統計分類Ⅰ」、第１２章「国際統計分類Ⅱ」 

練習問題挑戦及び解説 

小テスト 

４１ 

４２ 

４３ 

４４ 

４５ 科目修得試験 

評価方法 

以下の内容で総合的に評価し、６割以上で単位を認める。 

・科目修得試験         80% 

・各章の小テスト        10% 

・受講態度、出席状況      10% 

テキスト 

参考文献 

・使用テキスト  診療情報管理士テキスト 専門編 ２０２０初版 
         診療情報管理士 教育練習問題 専門課程編２０２１ 
 

・参考文献等   やさしい統計処理 

備 考 
自宅学習では、積極的に問題集の解答機会を増やし知識の幅を広げる工夫をすること。 

９章以降については、正規の授業の進行状況により実施時期を変更する。 
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科 目 名 試験対策（総合）（Practice of Examination（Comprehensive）） 

学 年  時 期 後 期 分 野 
専門技術科目 

／診療情報管理士 
必修選択 必 修 

単 位 数 ７ 時 間 数 ２１０ 授業形態 演 習 担当講師 

福元  進（専任教員） 

椎屋 良子（専任教員） 

馬原裕加里（専任教員） 

授業概要 
診療情報管理士認定試験合格へ向けた全分野（医学、専門）それぞれの知識習得度の確認を行い

ながら、さらに多くの知識習得を実践していく。 

到達目標 
① 診療情報管理士認定試験に合格する。 

② 数回実施する模擬試験で８割以上の正解率を出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 数 授  業  内  容  

１ 模擬試験（専門）①  
試験時間６０分、採点３０分 

２ 模擬試験（基礎）① 

３ 振り返り（専門） 
模擬試験①で誤った問題を中心に復習する 

４ 振り返り（基礎） 

５ 模擬試験（専門）②  
試験時間６０分、採点３０分 

６ 模擬試験（基礎）② 

７ 振り返り（専門） 
模擬試験②で誤った問題を中心に復習する 

８ 振り返り（基礎） 

９ 
基礎分野 基礎分野の問題集を解き、不明点を解決する 

１０ 

１１ 
専門分野 専門分野（１章～７章）の問題集を解き、不明点を解決する 

１２ 

１３ 

専門分野 専門分野（８章～１２章）の問題集を解き、不明点を解決する １４ 

１５ 

１６ 模擬試験（専門）③  
試験時間６０分、採点３０分 

１７ 模擬試験（基礎）③ 

１８ 振り返り（専門） 
模擬試験③で誤った問題を中心に復習する 

１９ 振り返り（基礎） 

２０ 
専門分野  専門分野（８章～１２章）の問題集を解き、不明点を解決する 

２１ 

２２ 
基礎分野 基礎分野の問題集を解き、不明点を解決する 

２３ 

２４ 模擬試験（専門）④  
試験時間６０分、採点３０分 

２５ 模擬試験（基礎）④ 

２６ 振り返り（専門） 
模擬試験④で誤った問題を中心に復習する 

２７ 振り返り（基礎） 

２８ 
基礎分野 基礎分野の問題集を解き、不明点を解決する 

２９ 

３０ 
専門分野 専門分野（１章～７章）の問題集を解き、不明点を解決する 

３１ 

３２ 
専門分野 専門分野（１章～７章）の問題集を解き、不明点を解決する 

３３ 

３４ 専門分野 専門分野（８章～１２章）の問題集を解き、不明点を解決する 



 

- 28 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業計画 

３５ 模擬試験（専門）⑤ 
試験時間６０分、採点３０分 

３６ 模擬試験（基礎）⑤ 

３７ 振り返り（専門） 
模擬試験⑤で誤った問題を中心に復習する 

３８ 振り返り（基礎） 

３９ 専門分野  専門分野（８章～１２章）の問題集を解き、不明点を解決する 

４０ 専門分野  専門分野（８章～１２章）の問題集を解き、不明点を解決する 

４１ 
基礎分野 基礎分野の問題集を解き、不明点を解決する 

４２ 

４３ 模擬試験（専門）⑥ 
試験時間６０分、採点３０分 

４４ 模擬試験（基礎）⑥ 

４５ 振り返り（専門） 
模擬試験⑥で誤った問題を中心に復習する 

４６ 振り返り（基礎） 

４７ 
基礎分野 基礎分野の問題集を解き、不明点を解決する 

４８ 

４９ 
専門分野 専門分野（１章～７章）の問題集を解き、不明点を解決する 

５０ 

５１ 
専門分野 専門分野（１章～７章）の問題集を解き、不明点を解決する 

５２ 

５３ 専門分野 専門分野（８章～１２章）の問題集を解き、不明点を解決する 

５４ 模擬試験（専門）⑦ 
試験時間６０分、採点３０分 

５５ 模擬試験（基礎）⑦ 

５６ 振り返り（専門） 
模擬試験⑦で誤った問題を中心に復習する 

５７ 振り返り（基礎） 

５８ 
専門分野  専門分野（８章～１２章）の問題集を解き、不明点を解決する 

５９ 

６０ 
基礎分野 基礎分野の問題集を解き、不明点を解決する 

６１ 

６２ 模擬試験（専門）⑧ 
試験時間６０分、採点３０分 

６３ 模擬試験（基礎）⑧ 

６４ 振り返り（専門） 
模擬試験⑧で誤った問題を中心に復習する 

６５ 振り返り（基礎） 

６６ 
基礎分野 基礎分野の問題集を解き、不明点を解決する 

６７ 

６８ 
専門分野 専門分野（１章～７章）の問題集を解き、不明点を解決する 

６９ 

７０ 
専門分野 専門分野（１章～７章）の問題集を解き、不明点を解決する 

７１ 

７２ 専門分野 専門分野（８章～１２章）の問題集を解き、不明点を解決する 

７３ 模擬試験（専門）⑨ 
試験時間６０分、採点３０分 

７４ 模擬試験（基礎）⑨ 

７５ 振り返り（専門） 
模擬試験⑨で誤った問題を中心に復習する 

７６ 振り返り（基礎） 

７７ 
専門分野  専門分野（８章～１２章）の問題集を解き、不明点を解決する 

７８ 

７９ 
基礎分野 基礎分野の問題集を解き、不明点を解決する 

８０ 
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８１ 模擬試験（専門）⑩  
試験時間６０分、採点３０分 

８２ 模擬試験（基礎）⑩ 

８３ 振り返り（専門） 
模擬試験⑩で誤った問題を中心に復習する 

８４ 振り返り（基礎） 

８５ 
基礎分野 基礎分野の問題集を解き、不明点を解決する 

８６ 

８７ 専門分野 専門分野（１章～７章）の問題集を解き、不明点を解決する 

８８ 

まとめ 診療情報管理士認定試験受験に向けて最終確認を行う ８９ 

９０ 

評価方法 以下の内容で総合的に評価し、６割以上で単位を認める。 

・模擬試験①～⑦の平均点数  80％ 

・受講態度、出席状況     20％ 

テキスト 

参考文献 

・使用テキスト  診療情報管理士テキスト 基礎・医学編 
診療情報管理士テキスト 専門編 ２０２０初版 

         診療情報管理士教育問題集２０２２ 

・参考文献等    

 

備 考 

 

自宅学習では、積極的に問題集の解答機会を増やし知識の幅を広げる工夫をすること。 
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科 目 名 ＤＰＣ演習（Exercises on Diagnosis Procedure Combination） 

学 年  時 期 前 期 分 野 専門技術科目 必修選択 必 修 

単 位 数 １ 時 間 数 １５ 授業形態 演 習 担当講師 馬原裕加里（専任教員） 

 

授業概要 

 

１１． ＤＰＣの制度の成り立ちから仕組みを理解する 

１２． ＤＰＣ運用の診療報酬請求の基本を理解する 

 

到達目標 

 

１３． ＤＰＣ運用におけるコーディング法と監査手法を習得する 

１４． ＤＰＣ運用の診療報酬点数算定ができる 

１５． 診療情報管理士認定試験受験に必要なＤＰＣ関連知識を身につける 

 

 

 

 

授業計画 

 

 

回 数 授  業  内  容  

１ 概論：ＤＰＣとは、ＤＰＣ制度と基本事項、ＭＤＣ、ＤＰＣ対象病院 

２ 概論：医療資源病名・定義副傷病名、診断群分類の点数パターン 

３ 概論：影響評価、ＤＰＣ／ＰＤＰＳの計算方法、医療機関別係数 

４ 演習：症例① 

５ 演習：症例② 

６ 演習：症例③ 

７ 演習：症例④ 

８ 科目修得試験 

 

評価方法 

 

以下の内容で総合的に評価し、６割以上で単位を認める。 

・科目修得試験 ８０％  ・受講態度、出席状況 ２０％ 

テキスト 

参考文献 

・使用テキスト ＤＰＣ点数早見表（医学通信社） 
・参考文献等  診療点数早見表（医学通信社）、ＤＰＣ請求ＮＡＶＩ（医学通信社）、 
        診療情報管理士教育問題集（日本病院会） 

 

備 考 
配布されたプリント等は確実に保管し、後利用できるような資料作りを行う 
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科 目 名 施設基準管理（Standard Management of Hospital） 

学 年  時 期 後 期 分 野 専門技術科目 必修選択 必 修 

単 位 数 １ 時 間 数 １５ 授業形態 講 義 担当講師 黒木 寛 

授業概要 
「施設基準のルールを理解し診療報酬の適切な取扱い」「施設基準の届出の流れ」について知識を

深める。 

到達目標 
１．診療報酬早見表にて診療報酬の算定要件を把握できる。 

２．診療点数早見表にて診療料および加算の施設基準を把握できる。 

授業計画 

回 数 授  業  内  容  

１ 施設基準とは 

２ 診療報酬の算定要件 

３ 診療料及び加算の施設基準、届出に関する事項 

４ 演習問題 

５ 演習問題 

６ 演習問題 

７ まとめ 

８ 科目修得試験 

  

  

  

  

  

  

  

評価方法 

以下の内容で総合的に評価し、６割以上で単位を認める。 

・レポート課題      90% 

・受講態度、出席状況   10% 

テキスト 

参考文献 

・使用テキスト  診療報酬早見表、講師作成プリント 
 
・参考文献等   なし 

備 考  
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科 目 名 実習指導（Practical Training Guidance） 

学 年  時 期 後 期 分 野 専門技術科目 必修選択 必 修 

単 位 数 １ 時 間 数 １５ 授業形態 演 習 担当講師 馬原裕加里（専任教員） 

授業概要 

１． 実習の目的と意義を理解し、実習に臨む基本的な態度を養う 

２． 診療情報管理士として必要な資質・知識・技能について考え、自らの課題や目標を明確に 

する 

到達目標 

１． 実践的な専門職・技術の基礎理解ができる 

２． 社会人としての求められるマナーがわかり実践できる 

３． 医療従事者としてどのような人材が求められているかを知り、自己の行動に反映させる 

４． 実習の目的と目標を理解し、それをもとに自己の目標を立てることができる 

授業計画 

回 数 授  業  内  容  

１ 事前指導：実習概要 

２ 事前指導：診療情報管理業務について 

３ 事前指導：守秘義務及び個人情報保護法について 

４ 事前指導：自己分析・学習目標設定 

５ 事前指導：事前訪問について、直前指導 

６ 事後指導：礼状作成、報告書作成 

７ 事後指導：実習報報告準備 

８ 実習報告会 

 

評価方法 

 

以下の内容で総合的に評価し、６割以上で単位を認める。 

・受講態度、出席状況 ４０％  ・報告会 ６０％ 

テキスト 

参考文献 

・使用テキスト 実習要項 
 
・参考文献等 なし 

 

備 考 
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科 目 名 診療情報管理実習（Health Information Management Practice） 

学 年  時 期 後 期 分 野 専門技術科目 必修選択 必 修 

単 位 数 １ 時 間 数 ４０ 授業形態 実 習 担当講師 馬原裕加里（専任教員） 

 

 

授業概要 

 

 

机上で学んだ知識と技術が、実践の場でどのように活用されているかを体得し、同時に医療機関

において必要な対人関係スキル・社会性について学ぶ。また、医療機関における専門職を目指す

使命感と責任感を自覚し、診療情報管理の具体的な活用や今後の在り方など、常に問題意識をも

ち実習に取り組む。 

 

 

到達目標 

 

 

① 病院の基本的機能について理解する。 

② 診療情報管理部門の病院内で果たしている機能について理解する。 

③ 診療情報管理の実務を体験し、指導者のもとで基本的な業務を身につける。 

④ 日常の業務を通じて、専門職としての使命や責任についての自覚を持つ。 

⑤ 診療情報管理士を目指す上で自分に不足しているスキルに気付く。 

授業計画 

回 数 授  業  内  容  

５ 

日 

間 

① 実習施設を理解する 

組織、機能、施設、院内規定について学ぶ 

② 診療情報の機能を理解する 

具体的な業務内容について学ぶ 

③ 診療記録の流れを理解する 

診療記録貸出・返却業務、アリバイ管理、診療記録の収納・保管等 

④ 入院記録の管理、点検 

サマリーの点検等 

⑤ 診療記録監査業務 

⑥ コーディング業務 

⑦ ＤＰＣ業務 

⑧ 医療統計、日報・月報の作成 

⑨ その他 

 

評価方法 

 

以下の内容で総合的に評価し、６割以上で単位を認める。 

・実習評価表    ５０％      ・実習報告書     １０％ 

・実習日誌     ３０％      ・自己評価表     １０％ 

テキスト 

参考文献 

 

 

備 考 
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科 目 名 全学連携演習（Cooperative Learning） 

学 年  時 期 前期 分 野 
その他（医・介） 

独自科目（こども） 
必修選択 必 修 

単 位 数 １ 時 間 数 １５ 授業形態 演 習 担当講師 各グループ担当教務 

授業概要 

本校では、医療、介護福祉、保育、幼児教育分野それぞれの専門的な学習を行っている。将来、

それぞれの専門職として活躍するためには、他の専門職と連携を図りながら実践していく。その

第一歩として、本校で学ぶ仲間と交流を図りながら、自らが学ぶ学習領域以外にも触れていき、

その経験を将来それぞれの立場で活用可能なものにしていくことを目的とする。また、自らが学

ぶ内容を他学科学生に紹介することで、改めて自らが学ぶ専門性について理解を深めていく。 

到達目標 

１．学年、学科を越えた仲間との積極的な交流を図る。 

２．自らの学習領域以外の分野に触れて理解を深める。 

３．自らが学ぶ専門分野について、他学科の学生に紹介できる。 

４．交流の中で、意見交換を行いながら、各個人が意見や考えを持ち、それをもとに主体的に行

動する態度を涵養する。 

授業計画 回 数 授  業  内  容  

１ オリエンテーション・自己紹介 

２ 交流レクリエーション 

３ 
学生自らが実施する体験授業の検討、準備 

（今年度の全学連携演習は、自らが在籍する学科で学んでいる内容を他学科の学生に紹

介する体験授業を学生自らが実施する。これを実施するための内容検討、企画、準備等

をこの回に実施していく。） 
４ 

５ 各グループでの体験授業 

（学生自らが企画、準備した体験授業を実施する。） ６ 

７ 

８ 振り返り 

 

評価方法 

 

以下の内容で総合的に評価し、６割以上で単位を認める。 

出席状況及び活動状況（60％）、活動記録及び総括レポート提出（40％） 

テキスト 

参考文献 

 
別冊「全学連携演習ファイル」 

 

備 考 
・毎回活動の際には、別冊「全学連携演習ファイル」を持参しておくこと。 

・活動後には、「全学連携演習ファイル」を担当教務に提出すること。 
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